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【序論】ハロゲン化鉛ペロブスカイト量子ドット（PQD）は、優れた光電子特性、簡単な調製技術と

低い材料コストにより有望な光電変換材料として期待されている[1]。その中で、有機無機ハイブリ

ッドの FA(ホルムアミジニウム)PbI3 PQDs は、高い安定性を持つこと[2]、100%近い発光量子収率

(PLQY)を持つこと[3]などから注目を集めている。しかし、FAPbI3 PQDs の積層膜を太陽電池の光吸

収層に適用する際に、PQDs 表面にある長い配位子 OAm（オレイルアミン）は QD 間での電荷移動の

妨げとなっていること[4]が PQD 太陽電池の重要な課題である。そこで本研究では、PQD 太陽電池の

作製過程で Betaine (BTE)という双性イオン分子を添加することで OAm との配位子交換を行い、QD

間での電荷移動の促進と共に QD 表面のパッシベーションを行い、PQD 太陽電池の光電変換特性の向

上を目指した。 

【実験】ホットインジェクション法によって FAPbI3 PQDs を作製し[5]、太陽電池の光吸収層として

PQD 層を用いた。デバイス構造は FTO/TiO2/PQD 層/Spiro-OMeTAD/Au である。光吸収層である PQD

層については、BTE による PQD 表面の配位子交換を行ったもの（BTE-PQD）と配位子交換を行って

いなかったもの（Control）を用いた。BTE 配位子交換による PQD 層の物性とデバイスの光電変換特

性の変化及びそのメカニズムの解明のために、PQD 層の各種特性と太陽電池デバイスの J-V 特性等の

評価を行った。  

【結果と考察】図１より今回作製した FAPbI3 の結晶構造はペロブスカイト構造であることが確認され

た。図２に BTE 配位子交換を行ったデバイスと配位子交換を行っていなかったデバイスの Voc を示

した。BTE 配位子交換よる Voc の向上が判明した。詳細については発表当日に議論する予定である。 
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        図 1 FAPbI3 PQDs の XRD パターン         
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図 2BTE 配位子交換を行ったデバイス（BTE-
PQD）と配位子交換を行っていなかったもの
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